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□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

施設の長寿命化や機能の維持、向上を図るために継続して取り組むことが必
要であると認識しています。

平成 30 年度

継続

実施区分

② 中学校特別営繕事業 資産経営室 経年劣化が進む学校施設の補修工事等を行う。
市が独自に実施し
ている事務

（千円）

67,089
※課題があるものは■

事業名 所管室課

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

899,407
※課題があるものは■

評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

施設の長寿命化や機能の維持、向上を図るために継続して取り組むことが必
要であると認識しています。

平成 30 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

施設の長寿命化や機能の維持、向上を図るために継続して取り組むことが必
要であると認識しています。

平成 30 年度

継続

実施区分

④
中学校屋内運動場大規模

改造事業
資産経営室

施設の経年劣化が進み、安全面での不具合や学校運営上の支障が
生じているため、公共施設最適化の考え方を踏まえ、屋内運動場の
外壁、屋上防水、建具、内装等の改修工事を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

391,638
※課題があるものは■

実施区分

③
中学校校舎大規模改造事

業
資産経営室

施設の経年劣化が進み、安全面での不具合や学校運営上の支障が
生じているため、公共施設最適化の考え方を踏まえ、校舎の外壁、
屋上防水、建具、内装等の改修工事を行う。

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

学校からの要望に基づき、緊急を要する施設の不具合について修繕対応を行
うとともに、設備機器の保守点検や施設の定期点検等を行い、生徒が安心し
て学習できる環境を整えていくことが、必要であると認識しています。

平成 30 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 中学校一般営繕事業 資産経営室 経年劣化が進む学校施設の修繕、保守点検等を行う。
市が独自に実施し
ている事務

（千円）

156,583
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

衛生面や生徒の健康面等の問題を抱えている学校施設のトイレリニューアル
工事を実施し、快適な学習環境を計画的に整えることが、必要であると認識し
ています。

平成 30 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑤
中学校トイレ施設整備事

業
資産経営室

施設の経年劣化が進み、安全面、衛生面での不具合や学校運営上
の支障が生じているため、床仕上げの乾式化、便器の洋式化など内
装の全面改修工事を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

440,752
※課題があるものは■

管理事業　　　　　　　　　　　　　　中学校事業 1 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 平成３０年度

施策コード 422 施策 学校教育環境の整備


